
第６学年 理科学習指導案
日 時 平成１６年９月３日（金）研究授業Ⅰ

場 所 理科室

児 童 ６年３組 ２９名

授業者 小原 健也（Ｔ１）

三田 隆（Ｔ２）

１ 単元名 「水よう液の性質とはたらき」

２ 単元の目標

さまざまな水溶液の性質や変化を，指示薬を用いて調べたり水溶液を加熱したり金属にふ

れさせたりして調べ，気体がとけているものがあることや，酸性・中性・アルカリ性のもの

があること，金属を変化させるものがあることをとらえることができるようにする。また，

これらの活動を通して，水溶液の性質とその働きについての見方や考え方をもつようにする

とともに，水溶液の性質を多面的に追究する能力や，日常生活に見られる水溶液を興味・関

心をもって見直す態度を育てることがねらいである。

３ 単元について

（１） 教材について

小学校理科教育では「自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，問題解決の

能力と自然を愛する心情を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を図り，科学的

な見方や考え方を養う 」ことをねらいとしている。。

本単元は，学習指導要領第６学年の内容[Ｂ物質とエネルギー]（１ 「いろいろな水溶液）

を使い，その金属を変化させる様子を調べ，水溶液の性質や働きについての考えをもつよう

にする 」に基づいて設定された単元である。。

子どもたちは，第５学年「もののとけかた」で食塩やホウ酸を溶質とする水溶液について

の学習をしている。本単元では，第５学年で学習した水溶液についての見方・考え方をさら

に深め水溶液の性質（気体がとけている物があること，酸性，中性，アルカリ性のものがあ

ること，金属を変化させるものがあること）をとらえるとなかで，計画的に実験を行ってい

く能力や，多面的な視点から実験などを行い，結論を導き出す能力を育てるとともに，日常

生活に見られる水溶液を興味・関心をもって見直す態度を育てることをねらいとしている。

≪本単元で身に付けるべき基礎・基本≫

， ， ，○ いろいろな水溶液をリトマス紙などを用いて調べ 色の変化によって酸性 アルカリ性

中性の３つの性質にまとめられることをとらえるようにすること。

○ 水溶液から発生する気体を集めたり，再び溶かしたりする実験や，水溶液を蒸発させる

実験から，水溶液には気体が溶けているものがあることをとらえるようにすること。

○ 水溶液に金属を入れる実験や，溶けたものをもとの金属の性質と同じかどうか確かめる

実験を通し，水溶液には金属と触れ合うと金属を変化させるものがあることをとらえるよ

うにすること。

（２） 児童について

これまでに子どもたちは，第４学年「水のすがたとゆくえ」で，水は温度によって水蒸気



や氷に変わることを，第５学年「もののとけ方」では，物が水に溶ける量は水の量や温度に

よって違うことや，この性質を利用して，溶けている物を取り出すことができることを学ん

できている。

事前調査の結果をみてみると，＜知っている水溶液＞については，昨年度学習した食塩水

やホウ酸水，石灰水をあげた子どもがほとんどであり，気体が溶けている炭酸水とこたえた

子どもは，２名のみであった。また，本単元で学習する，塩酸やアンモニア水について上げ

た子はいなかった。＜水溶液に溶けているものを確かめる方法＞（複数回答可）の問いに対

しては 『蒸発させる』が１７名 『ろ過する』が１４名，無回答が７名であった。＜水溶， ，

液の定義＞については，しっかりとこたえることができた子どもは３名にとどまった。

問題解決型学習に対しての意識調査からは，各過程（ 課題をもつ ［見通しをもつ ［追［ ］ ］

究する ［学び合う ）で高い意識を示しており，子どもたちが理科学習に対して前向きな］ ］

姿勢で学習に臨んでいることがわかった。理由としては，とても多くの子どもが『実験や観

察ができるから』とこたえており，直接体験を臨んでいることが明らかであった。しかし，

実際には課題に対して見通しをもって解決にあたり，実験結果を多面的にとらえ考察できる

という各過程での力が十分ではない子どもは調査結果よりも多いのが実態である。実験につ

いての技能についても個人差が大きく，目的にあった実験方法を選択し実行できる子は少な

い。また，＜学び合い＞は，大切だと考え，自分の意見を発表する子どもが増えてきている

ものの，消極的な態度の子どもも少なくないように感じている。

， ， ，これらの実態から 本単元では直接体験を大事に扱いながら 自分の問題を見いだしたり

自分なりの見通しをもって追究したりできるように意識を高めることが大切であると考え

る。また，自分の実験結果だけでなく，友達の結果や考えのよさを生かして，見方や考え方

を構築できるようにしていくことによって，科学的認識へと到達させていくことが「理科好

きの子」の育成につながると考える。

（３） 指導について

指導にあたっては，以下に示す事項に留意しながら，目標を達成できるように努めていき

たい。

導入では，５種類の水溶液（炭酸水，食塩水，石灰水，塩酸，アンモニア水）を提示し，

「５つの水溶液にラベルをつけよう 」という課題のもとに学習を進める。水溶液を蒸発さ。

せてとけているものを調べることから導入する。これは，既習の水溶液を入れることにより

子どもが第５学年の「もののとけかた」で学習した知識や実験の技能を活用して学習を進め

ることが期待できるからである。２時間で扱うのは，１時間目に既習の事項を想起しながら

実験の計画を立てる時間を確保するためと，実験をした後に固体が溶けている水溶液と気体

がとけている水溶液があることを学び合いのなかから理解をさせるためである。炭酸水，塩

酸，アンモニア水については未習の水溶液であるが，蒸発実験の結果から気体が溶けている

水溶液があることに気づかせていきたい。また，炭酸水からでるあわに着目させ，炭酸水に

とけている気体について予想させ，実験を進めたい。

二次では，固体や気体がとけているものでのなかま分けだけでなく，酸性・中性・アルカ

リ性の水溶液の性質で分ける方法があることを指導する。その際，児童が洗剤や洗顔料，清

涼飲料水などのＣＭや生活経験から知っていると思われる弱酸性やアルカリ性という言葉を

手がかりとしてなかま分けの方法を考えさせたい。自分が調べたい身のまわりの水溶液を用

， ， ，意させ 個々の追究意欲を喚起しながらリトマス紙で水溶液の液性を調べ 水溶液には酸性

中性，アルカリ性のものがあることをとらえさせるようにする。



三次では，金属を水溶液に入れるとどうなるかについて取り上げ，水溶液には金属を変化

させるものがあることをとらえさせたい。また，とけた金属はもとの物質とは違う新しい物

質ができることをもとの物質と比較してとらえさせるようにしたい。

本単元では，５学年での学習の経験を生かしながら，どの子にも実験に参加する機会を保

障し，課題に対して自分の考えをしっかりともち，見通しをもって追究活動に当たることが

できるようにしていきたい。また，水溶液には気体がとけているものがあること，性質によ

って３つになかま分けできること，金属を変化させるものがあることの３つに分けて学習を

進めることで本単元で身につけるべき基礎・基本の定着をねらいたい。さらに，多面的な視

点から水溶液の液性等を調べる観察・実験を行い，結論を導く資質・能力を育成させたい。

なお，評価は単位時間ごとに座席表を使った単位時間内の評価や振り返りカードを用いた

事後の自己評価を行うことで，子どもたち一人ひとりに対する支援に生かしていきたい。

子供たちに基礎・基本を定着させ，深めさせるための学び合いを工夫する。

学び合いについて

本単元は，ティーム・ティーチング（以下Ｔ・Ｔ）で授業を行う。そこで，Ｔ・Ｔで授業

を行うことのよさを生かし，学び合いを支援できるようにする。

学び合いの形態は，基本的にグループでの学び合いを基本とする。Ｔ１は主に学び合いで

話し合いの中心となって進めている児童への支援や全体の進行，Ｔ２は実験の結果の振り返

りや既習事項の確認が必要な児童への支援を行うようにする。

学び合いでは，本単元で身につけるべき基礎・基本の理解とともに学び合いによって次時

への見通しや意欲をもてるような手だてを組んだり，どの子も学び合いに参加できるような

場の工夫や支援を加えていく。

本時では水溶液にラベルを付けようという課題のもと学習を進める。学び合いでは，実験

結果を根拠に水溶液を判別させる。判別のための根拠となる実験結果のうち，蒸発実験の結

果に着目させる。既習の食塩水や石灰水は固体が溶けているが，その他の水溶液は何も残ら

ないことから，水溶液には固体が溶けているものがあることと気体が溶けているものがある

ことに気づかせていきたい。



４ 単元の指導・評価計画（本時 ２１１）/
[単元の目標] 関心・意欲・態度 科学的な思考 技能・表現 知識・理解

単 さまざまな水溶液の性質や変化を，指示薬を用いて調 ・いろいろな水溶液の液性や ・水溶液の性質や変化とそ ・水溶液の性質を調べる工 ・水溶液には，酸性，アル
べたり水溶液を加熱したり金属にふれさせたりして調べ 溶けているものおよび金属を の要因を関係づけながら， 夫をし，リトマス紙や加熱 カリ性および中性のものが，
気体が溶けているものがあることや，酸性・中性・アル 変化させるようすに興味・関 水溶液の性質やはたらきを 器具などを適切に使って， あることを理解している。
カリ性のものがあ ること，金属を変化させるものがあ 心をもち，自ら水溶液の性質 多面的に考えることができ 安全に実験をすることがで ・水溶液には，気体が溶け
ることをとらえることができるようにする。また，これ やはたらきを調べようとす る。 きる。 ているものがあることを理
らの活動を通して，水溶液の性質とその働きについての る。 ・水溶液の性質について， ・水溶液の性質を調べ，そ 解している。

元 見方や考え方をもつようにするとともに，水溶液の性質 ・水溶液の性質やはたらきを 自ら行った実験の結果と予 れらを適切にとり扱い，変 ・水溶液には，金属を変化
を多面的に追究する能力や，日常生活に見られる水溶液 適用し，身のまわりにある水 想を照らし合わせて推論す 化のようすを記録すること させるものがあることを理
を興味・関心をもって見直す態度を育てることがねらい 溶液を見直そうとする。 ることができる。 ができる。 解している。
である。

単位時間ごとの計画 上段 評価規準 支援計画
下段 具体の評価規準（評価方法）◎十分満足できる子 ○おおむね満足できる子

小単元 時 目 標 学習内容・活動 関心・意欲・態度 科学的な思考 技能・表現 知識・理解 △努力を要する子

水溶液にはな １ 水溶液に溶けて ・薬品を扱うと 水溶液に溶けている 水溶液の蒸発実験や △水溶液の性質が違うのはと
にが溶けてい ・ いるものに興味 きに気を付ける ものに興味をもち， 二酸化炭素を加える けているものが違うからでは
るか ２ をもち，水溶液 ことを読む。 進んで調べる方法を 実験のようすを観察 ないかと投げかけるなど，そ

には固体や気体 ・石灰水，食塩 考え，学習計画を立 して，溶けているも れぞれの水溶液に溶けている
が溶けているも 水，炭酸水には ている。 のを推論することが ものに興味がもてるように，
のがあることを どんなものがと できる。 助言・援助する。
とらえる。 けているか，蒸 ◎水溶液に溶けてい ◎水溶液の蒸発実験 △水溶液の蒸発実験や二酸化

発させて出てく るものに興味をもち や二酸化炭素を加え 炭素を加える実験を想起させ，
るものを調べる 既習内容をもとに調 る実験から，観察し て，溶けているものを考えさ。

， 。べる方法を考え，学 た結果をもとに溶け せるように 助言・援助する
一 習計画を立てる。 ているものを考え，

○水溶液にはなにが 炭酸水になにが溶け
。溶けているかに問題 ているのか推論する

をもち，進んで調べ ○水溶液の蒸発実験
次 る方法を考えて学習 や二酸化炭素を加え2/2

計画を立てる。 る実験から，水溶液
本 発言・行動観察 に溶けているものを〔 〕
時 考える。

〔発言・ワーク
〕シート

３ 前時の実験結果 ・水溶液には， 水溶液を蒸発させ， 水溶液には，気体や △水溶液や実験器具のとり扱
をもとに，水溶 気体や固体が水 出てきたものからと 固体が溶けているも いかたを再確認させたあと
液には固体や気 に溶けているも けているものを判別 のがあることを理解 で，個別に，水溶液のようす
体が溶けている のがあることを し，記録することが する。 を観察するときの視点をあた
ものがあること まとめる。 できる。 え，蒸発させたあとになにが
をまとめる。ま ・炭酸水に溶け ◎水溶液を蒸発させ ◎水溶液に溶けてい 残るかを，注意深く観察する
た，炭酸水から ている気体はな て出てきたものから るものを理解してい ように，助言・援助する。，
出る気体の性質 にか，また，出 それぞれの水溶液に るとともに，身のま △学習プリントの結果の記録
を調べる。 てきた気体をも 溶けているものを見 わりの水溶液につい を再確認させ，溶けているも

う一度水に溶か 分け，結果をわかり てもあてはめて考え のが目に見えるものか見えな
すことが出きる やすく記録できる。 ている。 いものかという視点から，固
かを調べる。 ○水溶液を蒸発させ ○水溶液によって， 体が溶けているか気体が溶け

て，溶けているもの 溶けているものが気 ているかについて考えるよう
が気体か固体かを見 体であったり，固体 に助言・援助する。
分け，記録すること であったりするもの
ができる。 ががあることを理解

行動観察・記録 している。〔 〕
〔発言・記録分析・

〕行動観察
水溶液にはど １ 水溶液には溶け ・水溶液は，溶 リトマス紙で水溶液
んななかまが ているもの以外 けているもので をなかま分けできる △水溶液のなかま分けの方法
あるか に，リトマス紙 なかま分けする ことに興味をもち， を洗剤や清涼飲料水などの実

の色の変化で分 以外に，どんな 進んで実験の計画を 物を見せて，酸性やアルカリ
けられることを 方法で分けられ 立てている。 性などという言葉に着目でき
知り，リトマス るか考える。 ◎水溶液のなかま分 るように，助言・援助する。

二 紙に身のまわり ・リトマス紙の けについて生活経験
の水溶液をつけ 色の変化によっ から実験方法を進ん
て色の変わり方 て酸性・中性・ で考え，実験の計画
を調べる計画を アルカリ性に分 を立てる。
立てる。 けられることを ○水溶液のなかま分

知る。 けについて問題をも
・実験の計画を ち，進んで実験の計

次 立てる。 画を立てる。
（発言・行動観察）

２ 水溶液は，溶け ・身のまわりの リトマス紙や水溶液 △リトマス紙の使いかたを教
ているもの以外 水溶液をリトマ を正しく扱って調べ 科書などで再度確認させ，そ，
に，リトマス紙 ス紙につけて調 結果を，表などにわ れぞれのリトマス紙の色の変
の色の変化で分 べる。 かりやすくまとめる 化については，友だちの記録
けられることを ・身のまわりの ことができる。 などを参考にして，表などに
知り，リトマス 水溶液を３つに まとめてみるように，助言す
紙に身のまわり 分類し，水溶液 ◎リトマス紙を正し る。
の水溶液をつけ の性質について く扱い，色の変化の
て，色の変わり 自分なりにまと ようすを他の水溶液
かたを調べる。 める。 と比較しながら記録

することができる。
○リトマス紙を正し
く扱い，水溶液をつ
けて調べ，色の変化
のようすを記録する
ことができる 〔行動。
観察・記録〕

３ 水溶液によるリ ・水溶液はリト リトマス紙の色の変 水溶液には，酸性， △変化の共通点と差異点を意
トマス紙 の色の マス紙の変化で 化から，水溶液を３ 中性，アルカリ性の 識しながら，結果の記録を再，
変化の違いをも 酸性・中性・ア つになかま分けする ものがあり，リトマ 度分析してみるように，助言
とに 水溶液を ルカリ性の水溶 ことができると考え ス紙で判別すること する。， ，
酸性，中性，ア 液になかま分け ることができる。 ができることを理解 △リトマス紙の色の変化で水
ルカリ性になか できることを確 する。 溶液を酸性，中性，アルカリ
ま分けできるこ かめる。 ◎色の変化のパター ◎リトマス紙の色の 性に分けることができること

， 。とを５つの水溶 ・酸性雨の資料 ンからいろいろな水 変化をもとに水溶液 を確認するように 助言する
液を使い実験し を読み，水と環 溶液を分類し，３つ を酸性，中性，アル
てまとめる。 境について考え に分けることができ カリ性に分けられる



る。 ると考えることがで ことを理解している
きる。 とともに，その反応
○水溶液を，リトマ の強弱についても気
ス紙の色の変化によ づいている。
って酸性，中性，ア ○リトマス紙の色の
ルカリ性に判別し， 変化をもとに水溶液
水溶液の性質で３つ を酸性，中性，アル
になかま分けできる カリ性に分けられる

。と考えることができ ことを理解している
る。 〔発言・記録分析・

〔 〕 〕発言・記録 ペーパーテスト
金属を水溶液 １ 金属の表面が雨 ・水溶液には， 水溶液が金属を変化 △個別に，生活のなかの水溶
に入れるとど 水で変化してい 金属を変化させ させるかに興味をも 液による金属の変化の例など
うなるか ることや，金属 るかはたらきが ち，進んで変化のよ を示して，水溶液が金属を変

製品には酸性や あるかを調べる うすを予想したり， 化させるのではないかという。
アルカリ性の洗 観察したりしている 見通しをもたせるようにす。
剤を使ってはい ◎水溶液が金属を変 る。
けないことなど 化させるかに興味を
から，水溶液は もち，自分なりの見
金属を変化させ 通しをもって変化の

，るはたらきがあ ようすを予想したり
るかどうかを調 実験の方法を考えた
べる。 りして，金属と水溶

液について積極的に
調べている。
○雨水の影響や身の
まわりの水溶液と金
属の資料などから，
金属に水溶液を注ぐ
と変化するかどうか
に興味をもち，進ん
で変化のようすを観

三 察している。
〔 〕行動観察・記録

２ 塩酸にアルミニ ・塩酸にアルミ 実験結果をもとにし △出てきたものが金属ならば
・ ウムはくが溶け ニウムはくがと て，金属が質的に変 どんな性質があるはずかを考
３ た液を蒸発させ けた液を蒸発さ 化していると考える えさせるなどして，もとの金
て，なにか出て せて，なにが出 ことができる。 属とは違うものであることに

次 くるかを調べる てくるかを調べ ◎金属が水溶液によ 気づくように，助言・援助。
また，出てきた る。 って質的に変化して する。
ものが，はじめ ・出てきたもの いることや，金属が
のアルミニウム がアルミニウム 水溶液に溶けること
はくと同じ金属 はくと同じ金属 と，食塩が水に溶け
かどうかを調べ かどうかを調べ ることとの違いを説

。る。 る。 明することができる
○金属が溶けた液を
蒸発させて出てきた
ものが水に溶けるこ
とから，金属は水溶
液によって別のもの
に変化したと考える
ことができる。

〔 〕発言・記録
４ 水溶液には，金 ・水溶液には， 実験の結果から，水 △水溶液による金属の変化の
属を質的に変化 金属を質的に変 溶液には金属を変化 ようすを再度観察させ，水溶
させるはたらき 化させるはたら させるものがあるこ 液によって変化するものとし
があること，水 きがあることを と，金属が水溶液に ないものがあることに気づく
溶液によって変 確かめる。 よって質的に変化し ように，助言する。
化させる金属が ・水溶液によっ たことを理解するこ
異なることを， て変化させる金 とができる。
実験の結果から 属が異なること ◎金属が水溶液によ
まとめる。 を，実験の結果 って表面的・質的に

から考える。 変化したことを理解
するとともに，反応
の強弱についても気
づいている。
○金属が水溶液によ
って表面的に，質的
に変化したことを理
解してる。
〔ペーパーテスト発
言・記録〕

５ これまでに学習 ・ 考えよう」に 身のまわりの水溶液 △実験や観察したことをもと「
したことを応用 ついて考えをま によって起こる現象 に，身のまわりにある水溶液
して 考えよう とめる。 や水溶液の性質につ の性質についても当てはまる，「 」
についての考え ・ 学習の整理」 いて，これまでの学 ものがあることに気づくよ「
をまとめる。ま を行い，水溶液 習内容をもとにして う，助言する。

。た，本単元の学 の性質と働きに 考えることができる
習内容をふり返 ついてまとめる ◎身のまわりの水溶。
り，水溶液の性 液の性質やはたらき
質とはたらきに について溶けている
ついて整理し， ものの違いや液性と
まとめる。 水溶液を関係づけて

。考えることができる
○身のまわりの水溶
液の性質やはたらき
について，考えるこ
とができる。

〔 〕発言・記録



５ 本 時 の 指 導

（ １ ） 目 標 水 溶 液 に 溶 け て い る も の に 興 味 を も ち ， 水 溶 液 に は 固 体 や 気 体 が 溶 け て い る も の が あ る こ と

を と ら え る 。

（ ２ ） 評 価 規 準 ・ 具 体 の 評 価 規 準

【 評 価 規 準 】 具 体 の 評 価 規 準

十 分 満 足 で き る 状 況 お お む ね 満 足 で き る 状 況

水 溶 液 を 蒸 発 さ せ た り ， 二 酸 化 実 験 器 具 や 水 溶 液 を 安 全 に 注 意 し て ， 水 溶 液 を 蒸 発 さ せ た り ， 二 酸 化 炭 素 を

炭 素 を 加 え た り し て 調 べ る こ と 正 し く 取 り 扱 い 水 溶 液 を 蒸 発 さ せ た 加 え た り し て 水 溶 液 を 調 べ た 結 果 を 記

が で き る 。 り ， 二 酸 化 炭 素 を 加 え た り し て 水 溶 液 録 す る こ と が で き る 。

（ 技 能 ・ 表 現 ） を 調 べ た 結 果 を 記 録 す る こ と が で き

る 。

水 溶 液 の 蒸 発 実 験 や 二 酸 化 炭 素 水 溶 液 の 蒸 発 実 験 や 二 酸 化 炭 素 を 加 え 水 溶 液 の 蒸 発 実 験 や 二 酸 化 炭 素 を 加 え

を 加 え る 実 験 の よ う す を 観 察 し る 実 験 か ら ， 観 察 し た 結 果 を も と に と る 実 験 か ら ， 水 溶 液 に 溶 け て い る も の

て ， 溶 け て い る も の を 考 え る こ け て い る も の を 考 え ， 炭 酸 水 に な に が を 考 え る こ と が で き る 。

と が で き る 溶 け て い る の か 推 論 す る こ と が で き。（ 思 考 ）

る 。

◎ は 十 分 満 足 で き る 子 ○ は お お む ね 満 足 で き る 子 △ は 努 力 を 要 す る 子（ ３ ） 本 時 の 展 開 【 評 価 規 準 （ 評 価 方 法 ）】

学 習 内 容 ・ 活 動 指 導 上 の 留 意 点 支 援 と 評 価過程

Ｔ １ Ｔ ２ 【 具 体 の 評 価 規 準 （ 評 価 方 法 ）】

つ １ 本 時 の 学 習 課 題 を と ら え る 。

か ・ 前 時 ま で の 学 習 を 振 り 返 り ， ・ 課 題 の 確 認

む 本 時 の 課 題 を 確 認 す る 。

５ つ の 水 溶 液 に ラ ベ ル を つ け よ う

・ 知 っ て い る 水 溶 液 を 確 認 す ・ 全 体 の 進 行 ・ 学 習 課 題 を

る 。 と ら え て い な

５ ・ ３ つ の 水 溶 液 を 判 別 す る 方 法 い 子 へ の 支 援

の 予 想 を 確 認 す る 。

２ グ ル ー プ ご と に 実 験 す る 。

・ 予 想 を も と に グ ル ー プ ご と に ・ 安 全 に 注 意 ・ 安 全 に 注 意 【 技 能 ・ 表 現 】

調 実 験 す る 。 し な が ら 実 験 し な が ら 実 験 水 溶 液 を 蒸 発 さ せ た り ， 二 酸 化 炭

・ 自 分 た ち が 決 め た 順 序 で 実 験 に 取 り 組 ま せ に 取 り 組 ま せ 素 を 加 え た り し て 調 べ る こ と が で

す る （ 蒸 発 実 験 ， 二 酸 化 炭 素 る 。 る 。 き る （ 行 動 観 察 ・ 記 録 ）。 。

べ を 加 え る 実 験 ） ・ 既 習 の 水 溶 ・ 実 験 器 具 の ◎ 水 溶 液 が 反 応 す る よ う す や 結

液 の 性 質 な ど 取 り 扱 い や 結 果 を く わ し く 観 察 す る よ う に 助

を 喚 起 さ せ ， 果 の 見 方 な ど 言 す る 。

る 結 果 か ら 水 溶 が し っ か り と ○ 実 験 器 具 や 水 溶 液 を 安 全 に 注

液 の 名 前 を 考 分 か る よ う に 意 し て ， 正 し く 取 り 扱 い 水 溶 液

え て み る よ う 支 援 す る 。 を 蒸 発 さ せ た り ， 二 酸 化 炭 素 を

に 促 す 。 加 え た り し て 水 溶 液 を 調 べ る こ

と が で き る よ う に 助 言 す る 。

△ 水 溶 液 や 実 験 器 具 の 取 り 扱 い

方 を 再 確 認 し ， 水 溶 液 の よ う す

を 観 察 す る 視 点 を あ た え る 。20

３ 実 験 結 果 と 水 溶 液 の 名 前 を 記 録 【 学 び 合 い の 形 態 】 【 思 考 】

す る 。 グ ル ー プ → 一 斉 実 験 を も と に ， 水 溶 液 に 溶 け て い

・ グ ル ー プ ご と に 結 果 と 名 前 を 試 験 管 に ラ ベ ル を つ け よ う ！ る も の を 考 え る こ と が で き る 発。（

記 録 す る 。 【 学 び 合 い の 視 点 】 言 ・ 行 動 観 察 ・ 記 録 ）

４ グ ル ー プ ご と に 話 し 合 っ た 結 果 ・ な ぜ そ の ラ ベ ル を 付 け る の ◎ 実 験 の 結 果 か ら 分 か る こ と

を 発 表 す る 。 か ， 根 拠 を 実 験 結 果 に 求 め な と ， 自 分 の 推 論 を も と に ， 次 の

・ 学 び 合 い に よ っ て ， 固 体 が 溶 が ら 説 明 す る な か で 固 体 が 溶 学 習 に 対 す る 見 通 し を も つ よ う

け て い る 水 溶 液 以 外 に ， 気 体 が け て い る も の と 気 体 が 溶 け て に 助 言 す る 。

溶 け て い る 水 溶 液 が あ る こ と に い る も の が あ る こ と に 気 づ か ○ 水 溶 液 の 蒸 発 実 験 や 二 酸 化 炭

気 づ か せ る 。 せ る 。 素 を 加 え る 実 験 か ら ， 炭 酸 水 に

・ 炭 酸 水 に は 何 が 溶 け て い る か → 蒸 発 実 験 か ら ， 固 体 が と け つ い て な に が 溶 け て い る か 推 論

が 分 か ら な い の で 検 証 し て み た て い る も の と 気 体 が 溶 け て い で き る よ う に 助 言 す る 。



い と い う 意 欲 を 高 め る 。 る も の で の 区 別 （ 固 体 石 △ 既 習 事 項 を 教 科 書 や 学 習 プ リ。

灰 水 ， 食 塩 水 ） ン ト で 確 認 し ， ２ つ の 実 験 結 果

→ 二 酸 化 炭 素 を 加 え る 実 験 か か ら 水 溶 液 に 溶 け て い る も の を

ら ， 白 濁 す る も の と そ れ 以 外 考 え る よ う こ と が で き る よ う に

の も の で の 区 別 （ 白 濁 す る 助 言 す る 。。

の は 石 灰 水 ）

・ 全 体 の 進 行 ・ 板 書

・ グ ル ー プ 内 ・ 学 び 合 い に

で 話 し 合 い を 参 加 す る の が

進 め る 子 へ の 難 し い と 思 わ15

支 援 れ る 子 ど も へ

の 支 援

食 塩 水 食 塩 （ 固 体 ） が 溶 け

て い る 。 二 酸 化 炭 素

に 反 応 し な い 。

石 灰 水 石 灰 （ 固 体 ） が 溶 け

て い る 。 二 酸 化 炭 素

。に 反 応 し て 白 濁 す る

炭 酸 水 ， 塩 酸 ， ア ン モ ニ ア 水

は 分 か ら な い

固 体 で は な い 何 か が

溶 け て い る 。 あ の あ

わ は 何 ？ も し か し て

気 体 が 溶 け て る 。

二 酸 化 炭 素 に 反 応 し

な い 。

ま ５ ま と め

と ・ 実 験 結 果 か ら 話 し 合 っ た こ と 水 溶 液 に は 固 体 が 溶 け て い る も

め を も と に ま と め 確 認 す る 。 の と 気 体 が 溶 け て い る も の が あ

る る 。

６ 学 習 を 振 り 返 る 。

５ ・ 振 り 返 り カ ー ド に 記 入 す る 。 ［ 評 価 の 視 点 ］

・ 学 習 内 容 の 定 着

・ 学 び 合 い に よ る 学 習 内 容 の

深 化

（ ヒ ス ト グ ラ ム ， 文 章 記 述 ）

（ ４ ） 板 書 計 画

課 題 結 果 分 か っ た こ と

５ つ の 水 溶 液 に ラ ベ ル を 付 け よ う 見 た 目 二 酸 化 蒸 発 食 塩 水 蒸 発 し て 白 い も の が 残A

炭 素 っ た 。 二 酸 化 炭 素 に 反

方 法 透 明 × 残 る 応 し な か っ た 。A

よ く 見 て み る 石 灰 水 蒸 発 し て 白 い も の が 残食塩水 B

蒸 発 さ せ る 透 明 白 く に 残 る っ た 。 二 酸 化 炭 素 に 反B

二 酸 化 炭 素 を 加 え る ご る 応 し て 白 く に ご っ た 。石灰水

透 明 × 残 ら な Ｃ ， Ｄ ， は 分 か ら な い 。C E

あ わ い炭酸水

透 明 × 残 ら な ま と めD ア ン モ

い 水 溶 液 に は 固 体 が 溶 け て い るニア水

透 明 × 残 ら な も の と 気 体 が 溶 け て い る も の がE

塩 酸 い あ る 。


